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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱源側冷媒と前記熱源側冷媒とは異なる熱媒体とを熱交換する少なくとも１台の中間熱
交換器と、
　圧縮機、熱源側熱交換器、少なくとも１つの膨張弁、及び、前記中間熱交換器の冷媒側
流路を、前記熱源側冷媒が流通する配管を介して接続した冷凍サイクル回路と、
　前記中間熱交換器の熱媒体側流路、複数台のポンプ、及び、複数台の利用側熱交換器を
、前記熱媒体が流通する配管を介して接続した熱媒体循環回路と、
　前記利用側熱交換器に温熱のみを供給する全暖房運転モードと
　前記利用側熱交換器に冷熱のみを供給する全冷房運転モードと、を備え、
　前記複数台のポンプの全部が所定時間起動した後、前記全暖房運転モード又は前記全冷
房運転モードを実施しているときに、各利用側熱交換器が搭載される室内機の運転容量が
予め定めた所定値Ｘにディファレンシャルに基づいて定めた数値Ｃを加えた数値以上であ
り、前記複数台のポンプのうちいずれか停止しているとき、停止しているポンプを最低入
力で起動させて前記複数台のポンプの運転台数を切り替えることを特徴とする空気調和装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、たとえばビル用マルチエアコン等に適用される空気調和装置に関するもので
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ある。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、たとえば建物外に配置した熱源機である室外機と建物の室内に配置した室内
機との間に冷媒を循環させることにより、室内等の空調対象域に冷熱又は温熱を搬送し、
冷房運転又は暖房運転を実行するようにしたビル用マルチエアコン等に適用されている空
気調和装置が存在する。このような空気調和装置に使用される冷媒としては、たとえばＨ
ＦＣ系冷媒（たとえば、Ｒ４１０Ａや、Ｒ４０４Ａ、Ｒ４０７Ｃ、Ｒ１３４ａ等）が多く
使われている。また、近年は、二酸化炭素（ＣＯ２）等の自然冷媒も使われるようになっ
てきている。
【０００３】
　また、チラーシステムに代表される別の構成の空気調和装置も存在している。この空気
調和装置では、室外に配置した熱源機において、冷熱又は温熱を生成し、室外機内に配置
した熱交換器で水や不凍液等の熱媒体に冷熱又は温熱を伝え、これを空調対象域に配置し
た室内機であるファンコイルユニットやパネルヒー夕等に熱媒体循環回路を介して搬送し
、冷房運転又は暖房運転を実行するようになっている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　このような従来の空気調和装置のうち、室内機に冷媒を循環させる空気調和装置におい
ては、冷媒が人が居る室内に漏洩すると利用者に影響を及ぼす可能性があった。このため
、冷媒と水またはブラインなどの熱媒体と熱交換をさせ、熱交換後の熱媒体を室内機に流
すことで空調を行う空気調和装置が提案されている（例えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－３４３９３６号公報（第５頁、図１等）
【特許文献２】特開２０１０－０８４９５１号公報（第５、６頁、図１等）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述のように、室内機に冷媒の二次側である熱媒体を流す空気調和装置においては、通
常、その循環にポンプを用いる。しかしながら、通常、ポンプは、ある一定以下の電流で
は動かすことができない（図９参照）。図９は、室内機に冷媒の二次側である熱媒体を流
す空気調和装置に実装されるポンプの入力電圧と熱媒体流量との関係について示した図で
ある。図９（ａ）が、入力電流［Ａ］と流量可変信号［Ｖ］との関係を示すグラフであり
、図９（ｂ）が、熱媒体流量［Ｌ／ｍｉｎ］と流量可変信号［Ｖ］との関係を示すグラフ
である。図９から、破線Ｙ以下の電流ではポンプが動かないことがわかる。
【０００７】
　そのため、そのような空気調和装置では、開度調整が可能な弁で無理に流量を低下させ
る制御を行っていた。このため、従来の空気調和装置では、熱媒体の流量を抑制した運転
をする場合には、熱媒体の流量に対して消費電力が高い、つまり効率の悪い運転になって
しまっていた。
【０００８】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたもので、室内機の運転モードに対応し
たポンプ制御を実行する空気調和装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る空気調和装置は、熱源側冷媒と前記熱源側冷媒とは異なる熱媒体とを熱交
換する少なくとも１台の中間熱交換器と、圧縮機、熱源側熱交換器、少なくとも１つの膨
張弁、及び、前記中間熱交換器の冷媒側流路を、前記熱源側冷媒が流通する配管を介して
接続した冷凍サイクル回路と、前記中間熱交換器の熱媒体側流路、複数台のポンプ、及び
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、複数台の利用側熱交換器を、前記熱媒体が流通する配管を介して接続した熱媒体循環回
路と、前記利用側熱交換器に温熱のみを供給する全暖房運転モードと前記利用側熱交換器
に冷熱のみを供給する全冷房運転モードと、を備え、前記複数台のポンプの全部が所定時
間起動した後、前記全暖房運転モード又は前記全冷房運転モードを実施しているときに、
各利用側熱交換器が搭載される室内機の運転容量が予め定めた所定値Ｘにディファレンシ
ャルに基づいて定めた数値Ｃを加えた数値以上であり、前記複数台のポンプのうちいずれ
か停止しているとき、停止しているポンプを最低入力で起動させて前記複数台のポンプの
運転台数を切り替えるものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る空気調和装置によれば、室内機の運転モードに対応したポンプ制御を実行
するので、熱媒体の流量に適したポンプの消費電力で運転をすることが可能になり、運転
効率をより向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施の形態に係る空気調和装置の設置状態の一例を示す全体構成図であ
る。
【図２】本発明の実施の形態に係る空気調和装置の設置状態の一例を示す全体構成図であ
る。
【図３】本発明の実施の形態に係る空気調和装置の回路構成の一例を示す概略回路構成図
である。
【図４】本発明の実施の形態に係る空気調和装置の全冷房運転モード時における冷媒の流
れを示す冷媒回路図である。
【図５】本発明の実施の形態に係る空気調和装置の全暖房運転モード時における冷媒の流
れを示す冷媒回路図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る空気調和装置の冷房主体運転モード時における冷媒の
流れを示す冷媒回路図である。
【図７】本発明の実施の形態に係る空気調和装置の暖房主体運転モード時における冷媒の
流れを示す冷媒回路図である。
【図８】本発明の実施の形態に係る空気調和装置のポンプの切り替え制御処理の流れの一
例を示すフローチャートである。
【図９】室内機に冷媒の二次側である熱媒体を流す空気調和装置に実装されるポンプの入
力電圧と熱媒体流量との関係について示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態について説明する。
　図１及び図２は、本発明の実施の形態に係る空気調和装置の設置状態の一例を示す全体
構成図である。図１及び図２に基づいて、本実施の形態に係る空気調和装置の設置例につ
いて説明する。この空気調和装置は、冷媒（熱源側冷媒及び熱媒体（水や不凍液等））を
循環させる冷凍サイクル（冷媒サイクル回路及び熱媒体循環回路）を利用し、冷房運転又
は暖房運転を実行するものである。なお、図１を含め、以下の図面では各構成部材の大き
さの関係が実際のものとは異なる場合がある。
【００１３】
　図１においては、本実施の形態に係る空気調和装置は、熱源機である１台の熱源装置１
と、複数台の室内機２と、熱源装置１と室内機２との間に介在する中継ユニット３と、を
有している。中継ユニット３は、熱源側冷媒と熱媒体とで熱交換を行なうものである。熱
源装置１と中継ユニット３とは、熱源側冷媒を導通する冷媒配管４で接続されている。中
継ユニット３と室内機２とは、熱媒体を導通する配管（熱媒体配管）５で接続されている
。そして、熱源装置１で生成された冷熱あるいは温熱は、中継ユニット３を介して室内機
２に配送されるようになっている。なお、熱源装置１、室内機２及び中継ユニット３の接
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続台数を図１に図示してある台数に限定するものではない。
【００１４】
　図２においては、本実施の形態に係る空気調和装置は、熱源機である１台の熱源装置１
と、複数台の室内機２と、熱源装置１と室内機２との間に介在する複数に分割した中継ユ
ニット３（第１中継ユニット３ａ、第２中継ユニット３ｂ）と、を有している。熱源装置
１と第１中継ユニット３ａとは、冷媒配管４で接続されている。第１中継ユニット３ａと
第２中継ユニット３ｂとは、冷媒配管４で接続されている。第２中継ユニット３ｂと室内
機２とは、配管５で接続されている。そして、熱源装置１で生成された冷熱あるいは温熱
は、第１中継ユニット３ａ及び第２中継ユニット３ｂを介して室内機２に配送されるよう
になっている。なお、熱源装置１、室内機２及び中継ユニット３の接続台数を図２に図示
してある台数に限定するものではない。
【００１５】
　熱源装置１は、通常、ビル等の建物９の外の空間（たとえば、屋上等）である室外空間
６に配置され、中継ユニット３を介して室内機２に冷熱または温熱を供給するものである
。室内機２は、冷房用空気あるいは暖房用空気を搬送できる建物９の内部の空間（たとえ
ば、居室やサーバールーム等）である居住空間７に位置に配置され、空調対象域となる居
住空間７に冷房用空気あるいは暖房用空気を供給するものである。中継ユニット３は、熱
源装置１及び室内機２とは別体として、室外空間６及び居住空間７とは別の位置（以下、
非居住空間５０と称する）に設置できるように構成されており、熱源装置１と室内機２と
を接続し、熱源装置１から供給される冷熱又は温熱を室内機２に伝達するものである。
【００１６】
　室外空間６は、建物９の外部に存在する場所、たとえば図１及び図２に示すような屋上
をイメージしている。非居住空間５０は、建物９の内部ではあるが居住空間７とは別の空
間、たとえば廊下の上等の人が常時存在しない場所や、共用ゾーンの天井裏、エレベータ
等がある共用部、機械室、電算室、倉庫等をイメージしている。また、居住空間７とは、
建物９の内部であって、常に人が存在する場所や一時的にも多数あるいは小数の人が存在
する場所、たとえば、オフィス、教室、会議室、食堂、サーバールーム等をイメージして
いる。
【００１７】
　図１及び図２に示すように、熱源装置１と中継ユニット３とは、２本の冷媒配管４を用
いて接続されており。また、中継ユニット３と各室内機２とは、それぞれ２本の配管５を
用いて接続されている。このように、本実施の形態に係る空気調和装置では、熱源装置１
を２本の冷媒配管４で中継ユニット３に接続し、室内機２を２本の配管５で中継ユニット
３に接続することにより、施工が容易となっている。
【００１８】
　図２に示すように、中継ユニット３を、１つの第１中継ユニット３ａと、第１中継ユニ
ット３ａから派生した２つの第２中継ユニット３ｂと、に分けて構成するようにしてもよ
い。このようにすることにより、１つの第１中継ユニット３ａに対し、第２中継ユニット
３ｂを複数接続できるようになる。この構成においては、第１中継ユニット３ａと第２中
継ユニット３ｂとを接続する冷媒配管４は、３本になっている。この回路の詳細について
は、後段で詳細に説明するものとする（図３参照）。
【００１９】
　なお、図１及び図２においては、室内機２が天井カセット型である場合を例に示してあ
るが、これに限定するものではなく、天井埋込型や天井吊下式等、居住空間７に直接また
はダクト等により、暖房用空気あるいは冷房用空気を吹き出せるようになっていればどん
な種類のものでもよい。
【００２０】
　図１及び図２においては、熱源装置１が室外空間６に設置されている場合を例に示して
いるが、これに限定するものではない。たとえば、熱源装置１は、換気口付の機械室等の
囲まれた空間に設置してもよく、排気ダクトで廃熱を建物９の外に排気することができる
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のであれば建物９の内部に設置してもよく、あるいは、水冷式の熱源装置１を用いる場合
にも建物９の内部に設置するようにしてもよい。このような場所に熱源装置１を設置する
としても、特段の問題が発生することはない。
【００２１】
　また、中継ユニット３は、熱源装置１の近傍に設置することもできる。ただし、中継ユ
ニット３から室内機２までの距離が長すぎると、熱媒体の搬送動力がかなり大きくなるた
め、省エネルギー化の効果は薄れることに留意が必要である。さらに、上述したように、
熱源装置１、室内機２及び中継ユニット３の接続台数を図１及び図２に図示してある台数
に限定するものではなく、本実施の形態に係る空気調和装置が設置される建物９等に応じ
て台数を決定すればよい。
【００２２】
　図３は、本発明の実施の形態に係る空気調和装置（以下、空気調和装置１００と称する
）の回路構成の一例を示す概略回路構成図である。図３に基づいて、空気調和装置１００
の詳しい構成について説明する。図３に示すように、熱源装置１と中継ユニット３とは、
第２中継ユニット３ｂに備えられている第１中間熱交換器１５ａ及び第２中間熱交換器１
５ｂを介して冷媒配管４で接続されている。また、第２中継ユニット３ｂと室内機２とも
、第１中間熱交換器１５ａ及び第２中間熱交換器１５ｂを介して配管５で接続されている
。
【００２３】
［空気調和装置１００の構成］
　以下、空気調和装置１００に設けられている各構成機器の構成及び機能について説明す
る。なお、図３以降では、中継ユニット３を第１中継ユニット３ａと第２中継ユニット３
ｂとに分けている場合について図示している。また、冷媒配管４及び配管５については後
段で詳述するものとする。
【００２４】
（熱源装置１）
　熱源装置１には、圧縮機１０と、四方弁１１と、熱源側熱交換器（室外熱交換器）１２
と、アキュムレーター１７とが冷媒配管４で直列に接続されて収容されている。また、熱
源装置１には、第１接続配管４ａ、第２接続配管４ｂ、逆止弁１３ａ、逆止弁１３ｂ、逆
止弁１３ｃ、及び、逆止弁１３ｄが設けられている。第１接続配管４ａ、第２接続配管４
ｂ、逆止弁１３ａ、逆止弁１３ｂ、逆止弁１３ｃ、及び、逆止弁１３ｄを設けることで、
室内機２の要求する運転に関わらず、中継ユニット３に流入させる熱源側冷媒の流れを一
定方向にすることができる。
【００２５】
　圧縮機１０は、熱源側冷媒を吸入し、その熱源側冷媒を圧縮して高温・高圧の状態にす
るものであり、たとえば容量制御可能なインバータ圧縮機等で構成するとよい。
　四方弁１１は、暖房運転時における熱源側冷媒の流れと冷房運転時における熱源側冷媒
の流れとを切り替えるものである。
　熱源側熱交換器１２は、暖房運転時には蒸発器として機能し、冷房運転時には凝縮器と
して機能し、図示省略のファン等の送風機から供給される空気と熱源側冷媒との間で熱交
換を行ない、その熱源側冷媒を蒸発ガス化又は凝縮液化するものである。
　アキュムレーター１７は、圧縮機１０の吸入側に設けられており、過剰な冷媒を貯留す
るものである。
【００２６】
　逆止弁１３ｄは、中継ユニット３と四方弁１１との間における冷媒配管４に設けられ、
所定の方向（中継ユニット３から熱源装置１への方向）のみに熱源側冷媒の流れを許容す
るものである。
　逆止弁１３ａは、熱源側熱交換器１２と中継ユニット３との間における冷媒配管４に設
けられ、所定の方向（熱源装置１から中継ユニット３への方向）のみに熱源側冷媒の流れ
を許容するものである。
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　逆止弁１３ｂは、第１接続配管４ａに設けられ、逆止弁１３ｄの下流側から逆止弁１３
ａの下流側の方向のみに熱源側冷媒の流通を許容するものである。
　逆止弁１３ｃは、第２接続配管４ｂに設けられ、逆止弁１３ｄの上流側から逆止弁１３
ａの上流側の方向のみに熱源側冷媒の流通を許容するものである。
【００２７】
　第１接続配管４ａは、熱源装置１内において、逆止弁１３ｄの下流側における冷媒配管
４と逆止弁１３ａの下流側における冷媒配管４とを接続するものである。
　第２接続配管４ｂは、熱源装置１内において、逆止弁１３ｄの上流側における冷媒配管
４と逆止弁１３ａの上流側における冷媒配管４とを接続するものである。
　なお、図２では、第１接続配管４ａ、第２接続配管４ｂ、逆止弁１３ａ、逆止弁１３ｂ
、逆止弁１３ｃ、及び、逆止弁１３ｄを設けた場合を例に示しているが、これに限定する
ものではなく、これらを必ずしも設ける必要はない。
【００２８】
（室内機２）
　室内機２には、それぞれ利用側熱交換器２６が搭載されている。この利用側熱交換器２
６は、配管５を介して第２中継ユニット３ｂの止め弁２４及び流量調整弁２５と接続する
ようになっている。この利用側熱交換器２６は、図示省略のファン等の送風機から供給さ
れる空気と熱媒体との間で熱交換を行ない、空調対象域に供給するための暖房空気あるい
は冷房空気を生成するものである。
【００２９】
　この図３では、４台の室内機２が第２中継ユニット３ｂに接続されている場合を例に示
しており、紙面下から室内機２ａ、室内機２ｂ、室内機２ｃ、室内機２ｄとして図示して
いる。また、室内機２ａ～２ｄに応じて、利用側熱交換器２６も、紙面下側から利用側熱
交換器２６ａ、利用側熱交換器２６ｂ、利用側熱交換器２６ｃ、利用側熱交換器２６ｄと
して図示している。なお、図１と同様に、室内機２の接続台数を図３に示す４台に限定す
るものではない。
【００３０】
（中継ユニット３）
　中継ユニット３は、第１中継ユニット３ａと、第２中継ユニット３ｂとで、筐体を分け
て構成されている。このように構成することにより、上述したように１つの第１中継ユニ
ット３ａに対し、複数の第２中継ユニット３ｂを接続することができる。第１中継ユニッ
ト３ａには、気液分離器１４と、膨張弁１６ｅと、が設けられている。第２中継ユニット
３ｂには、２つの中間熱交換器１５と、４つの膨張弁１６と、２つのポンプ２１と、４つ
の流路切替弁２２と、４つの流路切替弁２３と、４つの止め弁２４と、４つの流量調整弁
２５と、が設けられている。
【００３１】
　気液分離器１４は、熱源装置１と接続する１本の冷媒配管４と、第２中継ユニット３ｂ
の第１中間熱交換器１５ａ及び第２中間熱交換器１５ｂと接続する２本の冷媒配管４とに
接続され、熱源装置１から供給される熱源側冷媒を蒸気状冷媒と液冷媒とに分離するもの
である。
　膨張弁１６ｅは、膨張弁１６ａ及び膨張弁１６ｂを接続している冷媒配管４と、気液分
離器１４と、の間に設けられ、減圧弁や絞り装置として機能し、熱源側冷媒を減圧して膨
張させるものである。膨張弁１６ｅは、開度が可変に制御可能なもの、たとえば電子式膨
張弁等で構成するとよい。
【００３２】
　また、第１中継ユニット３ａには、圧力センサー３９と、圧力センサー４０と、が設け
られている。
　圧力センサー３９は、気液分離器１４の熱源側冷媒の入口における冷媒配管４に設けら
れ、熱源装置１から第１中継ユニット３ａに流入した熱源側冷媒の圧力を検出するもので
ある。より詳しくは、圧力センサー３９は、気液分離器１４に流入する熱源側冷媒の圧力
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を検出する。
　圧力センサー４０は、膨張弁１６ｂ及び膨張弁１６ｃと第１中継ユニット３ａとを接続
する冷媒配管４設けられ、第２中継ユニット３ｂから流出した熱源側冷媒の圧力を検出す
るものである。より詳しくは、圧力センサー４０は、熱源装置１に流入する熱源側冷媒の
圧力を検出する。
【００３３】
　２つの中間熱交換器１５（第１中間熱交換器１５ａ及び第２中間熱交換器１５ｂ）は、
凝縮器又は蒸発器として機能し、熱源側冷媒と熱媒体とで熱交換を行ない、熱源装置１で
生成された冷熱又は温熱を室内機２に供給するものである。熱源側冷媒の流れにおいて、
第１中間熱交換器１５ａは、気液分離器１４と膨張弁１６ｄとの間に設けられており、熱
媒体の加熱に供するものである。熱源側冷媒の流れにおいて、第２中間熱交換器１５ｂは
、膨張弁１６ａと膨張弁１６ｃとの間に設けられており、熱媒体の冷却に供するものであ
る。
【００３４】
　４つの膨張弁１６（膨張弁１６ａ～１６ｄ）は、減圧弁や絞り装置として機能し、熱源
側冷媒を減圧して膨張させるものである。膨張弁１６ａは、熱源側冷媒が膨張弁１６ｅを
流れる状態において膨張弁１６ｅと第２中間熱交換器１５ｂとの間に設けられている。膨
張弁１６ｂは、膨張弁１６ａと並列となるように設けられている。膨張弁１６ｃは、第２
中間熱交換器１５ｂと第１中継ユニット３ａとの間に設けられている。膨張弁１６ｄは、
第１中間熱交換器１５ａと膨張弁１６ａ及び膨張弁１６ｂとの間に設けられている。４つ
の膨張弁１６は、開度が可変に制御可能なもの、たとえば電子式膨張弁等で構成するとよ
い。
【００３５】
　２つのポンプ２１（ポンプ２１ａ及びポンプ２１ｂ）は、配管５を導通する熱媒体を循
環させるものである。ポンプ（第１ポンプ）２１ａは、第１中間熱交換器１５ａと流路切
替弁２２との間における配管５に設けられている。ポンプ（第２ポンプ）２１ｂは、第２
中間熱交換器１５ｂと流路切替弁２２との間における配管５に設けられている。なお、ポ
ンプ２１ａ及びポンプ２１ｂの種類を特に限定するものではなく、たとえば容量制御可能
なポンプ等で構成するとよい。
【００３６】
　４つの流路切替弁２２（流路切替弁２２ａ～２２ｄ）は、三方弁で構成されており、熱
媒体の流路を切り替えるものである。流路切替弁２２は、室内機２の設置台数に応じた個
数（ここでは４つ）が設けられるようになっている。流路切替弁２２は、三方のうちの一
つが第１中間熱交換器１５ａに、三方のうちの一つが第２中間熱交換器１５ｂに、三方の
うちの一つが止め弁２４に、それぞれ接続され、利用側熱交換器２６の熱媒体流路の入口
側に設けられている。なお、室内機２に対応させて、紙面下側から流路切替弁２２ａ、流
路切替弁２２ｂ、流路切替弁２２ｃ、流路切替弁２２ｄとして図示している。
【００３７】
　４つの流路切替弁２３（流路切替弁２３ａ～２３ｄ）は、三方弁で構成されており、熱
媒体の流路を切り替えるものである。流路切替弁２３は、室内機２の設置台数に応じた個
数（ここでは４つ）が設けられるようになっている。流路切替弁２３は、三方のうちの一
つが第１中間熱交換器１５ａに、三方のうちの一つが第２中間熱交換器１５ｂに、三方の
うちの一つが流量調整弁２５に、それぞれ接続され、利用側熱交換器２６の熱媒体流路の
出口側に設けられている。なお、室内機２に対応させて、紙面下側から流路切替弁２３ａ
、流路切替弁２３ｂ、流路切替弁２３ｃ、流路切替弁２３ｄとして図示している。
【００３８】
　４つの止め弁２４（止め弁２４ａ～２４ｄ）は、二方弁で構成されており、配管５を開
閉するものである。止め弁２４は、室内機２の設置台数に応じた個数（ここでは４つ）が
設けられるようになっている。止め弁２４は、一方が利用側熱交換器２６に、他方が流路
切替弁２２に、それぞれ接続され、利用側熱交換器２６の熱媒体流路の入口側に設けられ
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ている。なお、室内機２に対応させて、紙面下側から止め弁２４ａ、止め弁２４ｂ、止め
弁２４ｃ、止め弁２４ｄとして図示している。
【００３９】
　４つの流量調整弁２５（流量調整弁２５ａ～２５ｄ）は、三方弁で構成されており、熱
媒体の流路を切り替えるものである。流量調整弁２５は、室内機２の設置台数に応じた個
数（ここでは４つ）が設けられるようになっている。流量調整弁２５は、三方のうちの一
つが利用側熱交換器２６に、三方のうちの一つがバイパス２７に、三方のうちの一つが流
路切替弁２３に、それぞれ接続され、利用側熱交換器２６の熱媒体流路の出口側に設けら
れている。なお、室内機２に対応させて、紙面下側から流量調整弁２５ａ、流量調整弁２
５ｂ、流量調整弁２５ｃ、流量調整弁２５ｄとして図示している。
【００４０】
　バイパス２７は、止め弁２４と利用側熱交換器２６との間における配管５と流量調整弁
２５とを接続するように設けられている。バイパス２７は、室内機２の設置台数に応じた
個数（ここでは４つ、つまりバイパス２７ａ、バイパス２７ｂ、バイパス２７ｃ及びバイ
パス２７ｄ）が設けられるようになっている。なお、室内機２に対応させて、紙面下側か
らバイパス２７ａ、バイパス２７ｂ、バイパス２７ｃ、バイパス２７ｄとして図示してい
る。
【００４１】
　また、第２中継ユニット３ｂには、２つの第１温度センサー３１と、２つの第２温度セ
ンサー３２と、４つの第３温度センサー３３と、４つの第４温度センサー３４と、第５温
度センサー３５と、圧力センサー３６と、第６温度センサー３７と、第７温度センサー３
８と、が設けられている。これらの検出手段で検知された情報は、空気調和装置１００の
動作を制御する制御装置（制御装置６０）に送られ、ポンプ２１の駆動周波数、配管５を
流れる熱媒体の流路の切替等の制御に利用されることになる。
【００４２】
　２つの第１温度センサー３１（第１温度センサー３１ａ及び第１温度センサー３１ｂ）
は、中間熱交換器１５から流出した熱媒体、つまり中間熱交換器１５の出口における熱媒
体の温度を検出するものであり、たとえばサーミスタ等で構成するとよい。第１温度セン
サー３１ａは、ポンプ２１ａの入口側における配管５に設けられている。第１温度センサ
ー３１ｂは、ポンプ２１ｂの入口側における配管５に設けられている。
【００４３】
　２つの第２温度センサー３２（第２温度センサー３２ａ及び第２温度センサー３２ｂ）
は、中間熱交換器１５に流入する熱媒体、つまり中間熱交換器１５の入口における熱媒体
の温度を検出するものであり、たとえばサーミスタ等で構成するとよい。第２温度センサ
ー３２ａは、第１中間熱交換器１５ａの入口側における配管５に設けられている。第２温
度センサー３２ｂは、第２中間熱交換器１５ｂの入口側における配管５に設けられている
。
【００４４】
　４つの第３温度センサー３３（第３温度センサー３３ａ～３３ｄ）は、利用側熱交換器
２６の熱媒体流路の入口側に設けられ、利用側熱交換器２６に流入する熱媒体の温度を検
出するものであり、サーミスタ等で構成するとよい。第３温度センサー３３は、室内機２
の設置台数に応じた個数（ここでは４つ）が設けられるようになっている。なお、室内機
２に対応させて、紙面下側から第３温度センサー３３ａ、第３温度センサー３３ｂ、第３
温度センサー３３ｃ、第３温度センサー３３ｄとして図示している。
【００４５】
　４つの第４温度センサー３４（第４温度センサー３４ａ～３４ｄ）は、利用側熱交換器
２６の熱媒体流路の出口側に設けられ、利用側熱交換器２６から流出した熱媒体の温度を
検出するものであり、サーミスタ等で構成するとよい。第４温度センサー３４は、室内機
２の設置台数に応じた個数（ここでは４つ）が設けられるようになっている。なお、室内
機２に対応させて、紙面下側から第４温度センサー３４ａ、第４温度センサー３４ｂ、第



(9) JP 5933031 B2 2016.6.8

10

20

30

40

50

４温度センサー３４ｃ、第４温度センサー３４ｄとして図示している。
【００４６】
　第５温度センサー３５は、第１中間熱交換器１５ａの熱源側冷媒流路の出口側に設けら
れ、第１中間熱交換器１５ａから流出した熱源側冷媒の温度を検出するものであり、サー
ミスタ等で構成するとよい。
　圧力センサー３６は、第１中間熱交換器１５ａの熱源側冷媒流路の出口側に設けられ、
第１中間熱交換器１５ａから流出した熱源側冷媒の圧力を検出するものであり、圧力セン
サー等で構成するとよい。
【００４７】
　第６温度センサー３７は、第２中間熱交換器１５ｂの熱源側冷媒流路の入口側に設けら
れ、第２中間熱交換器１５ｂに流入する熱源側冷媒の温度を検出するものであり、サーミ
スタ等で構成するとよい。
　第７温度センサー３８は、第２中間熱交換器１５ｂの熱源側冷媒流路の出口側に設けら
れ、第２中間熱交換器１５ｂから流出した熱源側冷媒の温度を検出するものであり、サー
ミスタ等で構成するとよい。
【００４８】
　熱媒体を導通する配管５は、第１中間熱交換器１５ａに接続されるもの（以下、配管５
ａと称する）と、第２中間熱交換器１５ｂに接続されるもの（以下、配管５ｂと称する）
と、で構成されている。配管５ａ及び配管５ｂは、中継ユニット３に接続される室内機２
の台数に応じて分岐（ここでは、各４分岐）されている。そして、配管５ａ及び配管５ｂ
は、流路切替弁２２、流路切替弁２３で接続されている。流路切替弁２２及び流路切替弁
２３を制御することで、配管５ａを導通する熱媒体を利用側熱交換器２６に流入させるか
、配管５ｂを導通する熱媒体を利用側熱交換器２６に流入させるかが決定されるようにな
っている。
【００４９】
　また、空気調和装置１００には、各検出手段及び利用者からの指令を受け付けるための
リモコンからの情報に基づいて熱源装置１、中継ユニット３、及び、室内機２に搭載され
る各機器の動作を制御する制御装置６０が設けられている。制御装置６０は、熱源装置１
に搭載されている圧縮機１０の駆動周波数、熱源側熱交換器１２の近傍に設置される送風
機の回転数（ＯＮ／ＯＦＦ含む）、及び、四方弁１１の切り替え等を制御し、後述する各
運転モードを実行するようになっている。また、制御装置６０は、室内機２に搭載されて
いる利用側熱交換器２６の近傍に設置される送風機の回転数（ＯＮ／ＯＦＦ含む）を制御
するようになっている。
【００５０】
　さらに、制御装置６０は、中継ユニット３に搭載されているポンプ２１の駆動、膨張弁
１６ａ～１６ｅの開度、流路切替弁２２及び流路切替弁２３の切り替え、止め弁２４の開
閉、及び、流量調整弁２５の切り替えを制御するようになっている。つまり、制御装置６
０は、中継ユニット３における熱媒体の流量を調整する流量制御手段、熱媒体の流路を決
定する流路決定手段、各機器のＯＮ／ＯＦＦを実行するＯＮ／ＯＦＦ制御手段、及び、設
定した目標値を各検出手段からの情報に基づいて適宜変更する制御目標値変更手段として
の機能を有している。なお、各ユニット毎に制御装置を設けるようにしてもよい。この場
合には、各制御装置を互いに通信可能にしておくとよい。また、制御装置は、マイコン等
で構成されている。
【００５１】
　この空気調和装置１００では、圧縮機１０、四方弁１１、熱源側熱交換器１２、第１中
間熱交換器１５ａの冷媒流路、及び、第２中間熱交換器１５ｂの冷媒流路、アキュムレー
ター１７を、冷媒が流通する冷媒配管４で接続して冷凍サイクル回路を構成している。ま
た、第１中間熱交換器１５ａの熱媒体流路、ポンプ２１ａ、及び、利用側熱交換器２６を
、熱媒体を流通する配管５ａで順に接続して熱媒体循環回路を構成している。同様に、第
２中間熱交換器１５ｂの熱媒体流路、ポンプ２１ｂ、及び、利用側熱交換器２６を、熱媒
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体を流通する配管５ｂで順に直列に接続されて熱媒体循環回路を構成している。つまり、
中間熱交換器１５のそれぞれに複数台の利用側熱交換器２６が並列に接続され、熱媒体循
環回路を複数系統としているのである。
【００５２】
　暖房用の熱媒体循環回路には、この熱媒体循環回路から熱媒体を排出するための排出弁
７１ａが、配管５ａに設けられている。
　また、冷房用の熱媒体循環回路には、この熱媒体循環回路から熱媒体を排出するための
排出弁７１ｂが、配管５ｂに設けられている。
【００５３】
　すなわち、空気調和装置１００では、熱源装置１と中継ユニット３とが、中継ユニット
３に設けられている第１中間熱交換器１５ａ及び第２中間熱交換器１５ｂを介して接続さ
れ、中継ユニット３と室内機２とが、第１中間熱交換器１５ａ及び第２中間熱交換器１５
ｂ介して接続されている。そして、第１中間熱交換器１５ａ及び第２中間熱交換器１５ｂ
で冷凍サイクル回路を循環する一次側の冷媒である熱源側冷媒と熱媒体循環回路を循環す
る二次側の冷媒である熱媒体とが熱交換するようになっているのである。
【００５４】
　ここで、冷凍サイクル回路及び熱媒体循環回路に使用する冷媒の種類について説明する
。冷凍サイクル回路には、たとえばＲ４０７Ｃ等の非共沸混合冷媒、Ｒ４１０ＡやＲ４０
４Ａ等の擬似共沸混合冷媒、又はＲ２２やＲ１３４ａ等の単一冷媒等を使用することがで
きる。また、二酸化炭素や炭化水素等の自然冷媒を使用してもよい。熱源側冷媒として自
然冷媒を使用することにより、冷媒漏洩による地球の温室効果を抑制できる効果がある。
特に、二酸化炭素は、高圧側が超臨界状態で凝縮せずに熱交換を行うため、図３に示すよ
うに第１中間熱交換器１５ａ及び第２中間熱交換器１５ｂで熱源側冷媒と熱媒体とを対向
流形式とすると、熱媒体を加熱あるいは冷却する際の熱交換性能を向上することができる
。
【００５５】
　熱媒体循環回路は、上述したように室内機２の利用側熱交換器２６に接続されている。
そのために、空気調和装置１００では、熱媒体が、室内機２が設置される部屋等に漏洩し
た場合に配慮して、熱媒体に安全性の高いものを使用することを前提としている。したが
って、熱媒体には、たとえば水や不凍液、水と不凍液の混合液等を使用することができる
。この構成によれば、冷媒が配管から漏れたとしても、漏れた冷媒が室内に流入するのを
抑制でき、高い信頼性を得られる。また、電算室等の水分を嫌う場所に室内機２が設置さ
れる場合においては、熱媒体として熱絶縁性の高いフッ素系不活性液体を使用することも
できる。
【００５６】
（冷媒配管４）
　以下で説明するように、空気調和装置１００は、幾つかの運転モードを具備している。
これらの運転モードにおいては、熱源装置１と中継ユニット３とを接続する冷媒配管４に
は熱源側冷媒が流れている。
【００５７】
（配管５）
　空気調和装置１００が実行する幾つかの運転モードにおいては、中継ユニット３と室内
機２を接続する配管５には水や不凍液等の熱媒体が流れている。
【００５８】
（熱源側冷媒）
　熱源側冷媒としては、たとえばＲ４１０Ａ、Ｒ４０７Ｃ、Ｒ４０４Ａ等のＨＦＣ（ハイ
ドロフルオロカーボン）冷媒、Ｒ２２、Ｒ１３４ａ等のＨＣＦＣ（ハイドロクロロフルオ
ロカーボン）冷媒、化学式内に二重結合を含むＣＦ３ＣＦ＝ＣＨ２等の地球温暖化係数が
比較的小さい値とされている冷媒あるいはその混合物、もしくは、炭化水素やヘリウム、
二酸化炭素等のような自然冷媒等を用いることができる。



(11) JP 5933031 B2 2016.6.8

10

20

30

40

50

【００５９】
（熱媒体）
　熱媒体としては、たとえばブライン（不凍液）や水、ブラインと水の混合液、水と防食
効果が高い添加剤の混合液等を用いることができる。したがって、空気調和装置１００に
おいては、熱媒体が室内機２を介して居住空間７に漏洩したとしても、熱媒体に安全性の
高いものを使用しているため安全性の向上に寄与することになる。
【００６０】
［空気調和装置１００の運転モード］
　ここで、空気調和装置１００が実行する各運転モードについて説明する。
　この空気調和装置１００は、各室内機２からの指示に基づいて、その室内機２で冷房運
転あるいは暖房運転が可能になっている。より具体的には、空気調和装置１００は、室内
機２の全部で同一運転をすることができるともに、室内機２のそれぞれで異なる運転をす
ることができるようになっている。つまり、空気調和装置１００は、冷暖同時運転可能な
空気調和装置である。
【００６１】
　以下に、空気調和装置１００が実行する４つの運転モード、つまり駆動している室内機
２の全てが冷房運転を実行する全冷房運転モード、駆動している室内機２の全てが暖房運
転を実行する全暖房運転モード、冷暖混在運転のうち冷房負荷の方が大きい冷房主体運転
モード、及び、冷暖混在運転のうち暖房負荷の方が大きい暖房主体運転モードについて、
冷媒の流れとともに説明する。
【００６２】
（全冷房運転モード）
　図４は、空気調和装置１００の全冷房運転モード時における冷媒の流れを示す冷媒回路
図である。この図４では、利用側熱交換器２６ａ及び利用側熱交換器２６ｂでのみ冷熱負
荷が発生している場合を例に全冷房運転モードについて説明する。つまり、図４では、利
用側熱交換器２６ｃ及び利用側熱交換器２６ｄで冷熱負荷が発生していない場合を図示し
ているのである。なお、図４では、太線で表された配管が冷媒（熱源側冷媒及び熱媒体）
の循環する配管を示す。また、熱源側冷媒の流れ方向を実線矢印で、熱媒体の流れ方向を
破線矢印で示している。
【００６３】
　図４に示す全冷房運転モードの場合、熱源装置１では、四方弁１１を、圧縮機１０から
吐出された熱源側冷媒を熱源側熱交換器１２へ流入させるように切り替える。中継ユニッ
ト３では、ポンプ２１ａを停止し、ポンプ２１ｂを駆動し、止め弁２４ａ及び止め弁２４
ｂを開放し、止め弁２４ｃ及び止め弁２４ｄを閉止し、第２中間熱交換器１５ｂと各利用
側熱交換器２６（利用側熱交換器２６ａ及び利用側熱交換器２６ｂ）との間を熱媒体が循
環するようにしている。この状態で、圧縮機１０の運転を開始する。
【００６４】
　まず始めに、冷凍サイクル回路における熱源側冷媒の流れについて説明する。
　低温・低圧の冷媒が圧縮機１０によって圧縮され、高温・高圧のガス冷媒となって吐出
される。圧縮機１０から吐出された高温・高圧のガス冷媒は、四方弁１１を通り、熱源側
熱交換器１２に流入する。そして、熱源側熱交換器１２で室外空気に放熱しながら凝縮液
化し、高圧液冷媒となる。熱源側熱交換器１２から流出した高圧液冷媒は、逆止弁１３ａ
を通って熱源装置１から流出し、冷媒配管４を通って第１中継ユニット３ａに流入する。
第１中継ユニット３ａに流入した高圧液冷媒は、気液分離器１４へ流入した後、膨張弁１
６ｅを経由してから第２中継ユニット３ｂに流入する。
【００６５】
　第２中継ユニット３ｂに流入した冷媒は、膨張弁１６ａで絞られて膨張し、低温・低圧
の気液二相冷媒になる。この気液二相冷媒は、蒸発器として作用する第２中間熱交換器１
５ｂに流入し、熱媒体循環回路を循環する熱媒体から吸熱することで、熱媒体を冷却しな
がら、低温・低圧のガス冷媒となる。第２中間熱交換器１５ｂから流出したガス冷媒は、
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膨張弁１６ｃを経由した後、第２中継ユニット３ｂ及び第１中継ユニット３ａから流出し
、冷媒配管４を通って熱源装置１に流入する。熱源装置１に流入した冷媒は、逆止弁１３
ｄを通って、四方弁１１及びアキュムレーター１７を介して、圧縮機１０へ再吸入される
。なお、膨張弁１６ｂ及び膨張弁１６ｄは、冷媒が流れないような小さい開度となってお
り、膨張弁１６ｃは全開状態とし圧力損失が起きないようにしている。
【００６６】
　次に、熱媒体循環回路における熱媒体の流れについて説明する。
　全冷房運転モードでは、ポンプ２１ａは停止しているために、配管５ｂを介して熱媒体
が循環する。第２中間熱交換器１５ｂで熱源側冷媒によって冷却された熱媒体は、ポンプ
２１ｂによって配管５ｂ内を流動する。ポンプ２１ｂで加圧され流出した熱媒体は、流路
切替弁２２（流路切替弁２２ａ及び流路切替弁２２ｂ）を介して、止め弁２４（止め弁２
４ａ及び止め弁２４ｂ）を通り、利用側熱交換器２６（利用側熱交換器２６ａ及び利用側
熱交換器２６ｂ）に流入する。そして、利用側熱交換器２６において室内空気から吸熱し
、室内機２が設置されている室内等の空調対象域の冷房を行なう。
【００６７】
　その後、利用側熱交換器２６から流出した熱媒体は、流量調整弁２５（流量調整弁２５
ａ及び流量調整弁２５ｂ）に流入する。このとき、流量調整弁２５の作用により、室内等
の空調対象域で必要とされる空調負荷を賄うのに必要な流量の熱媒体だけが利用側熱交換
器２６に流入し、残りの熱媒体がバイパス２７（バイパス２７ａ及びバイパス２７ｂ）を
通って利用側熱交換器２６をバイパスするように流れる。
【００６８】
　バイパス２７を通る熱媒体は、熱交換には寄与せず、利用側熱交換器２６を経由してき
た熱媒体と合流し、流路切替弁２３（流路切替弁２３ａ及び流路切替弁２３ｂ）を通って
、第２中間熱交換器１５ｂへ流入し、再びポンプ２１ｂへと吸い込まれる。なお、室内等
の空調対象域で必要とされる空調負荷は、第３温度センサー３３と第４温度センサー３４
との温度差を目標値に保つように制御することにより、賄うことができる。
【００６９】
　この際、熱負荷のない利用側熱交換器２６（サーモオフを含む）へは熱媒体を流す必要
がないため、止め弁２４により流路を閉じて、利用側熱交換器２６へ熱媒体が流れないよ
うにしている。図４においては、利用側熱交換器２６ａ及び利用側熱交換器２６ｂにおい
ては熱負荷があるため熱媒体を流しているが、利用側熱交換器２６ｃ及び利用側熱交換器
２６ｄにおいては熱負荷がなく、対応する止め弁２４ｃ及び止め弁２４ｄを閉状態として
いる。利用側熱交換器２６ｃあるいは利用側熱交換器２６ｄから冷熱負荷の発生があった
場合には、止め弁２４ｃあるいは止め弁２４ｄを開放し、熱媒体を循環させればよい。
なお、以下に説明する全暖房運転モード、冷房主体運転モード、暖房主体運転モードでも
同様である。
【００７０】
（全暖房運転モード）
　図５は、空気調和装置１００の全暖房運転モード時における冷媒の流れを示す冷媒回路
図である。この図５では、利用側熱交換器２６ａ及び利用側熱交換器２６ｂでのみ温熱負
荷が発生している場合を例に全暖房運転モードについて説明する。つまり、図５では、利
用側熱交換器２６ｃ及び利用側熱交換器２６ｄで温熱負荷が発生していない場合を図示し
ているのである。なお、図５では、太線で表された配管が冷媒（熱源側冷媒及び熱媒体）
の循環する配管を示す。また、熱源側冷媒の流れ方向を実線矢印で、熱媒体の流れ方向を
破線矢印で示している。
【００７１】
　図５に示す全暖房運転モードの場合、熱源装置１では、四方弁１１を、圧縮機１０から
吐出された熱源側冷媒を熱源側熱交換器１２を経由させずに中継ユニット３へ流入させる
ように切り替える。中継ユニット３では、ポンプ２１ａを駆動し、ポンプ２１ｂを停止し
、止め弁２４ａ及び止め弁２４ｂを開放し、止め弁２４ｃ及び止め弁２４ｄを閉止し、第
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１中間熱交換器１５ａと各利用側熱交換器２６（利用側熱交換器２６ａ及び利用側熱交換
器２６ｂ）との間を熱媒体が循環するように切り替える。この状態で、圧縮機１０の運転
を開始する。
【００７２】
　まず始めに、冷凍サイクル回路における熱源側冷媒の流れについて説明する。
　低温・低圧の冷媒が圧縮機１０によって圧縮され、高温・高圧のガス冷媒となって吐出
される。圧縮機１０から吐出された高温・高圧のガス冷媒は、四方弁１１を通り、第１接
続配管４ａを導通し、逆止弁１３ｂを通過し、熱源装置１から流出する。熱源装置１から
流出した高温・高圧のガス冷媒は、冷媒配管４を通って第１中継ユニット３ａに流入する
。第１中継ユニット３ａに流入した高温・高圧のガス冷媒は、気液分離器１４へ流入した
後、第１中間熱交換器１５ａに流入する。第１中間熱交換器１５ａに流入した高温・高圧
のガス冷媒は、熱媒体循環回路を循環する熱媒体に放熱しながら凝縮液化し、高圧の液冷
媒となる。
【００７３】
　第１中間熱交換器１５ａから流出した高圧の液冷媒は、膨張弁１６ｄで絞られて膨張し
、低温・低圧の気液二相状態になる。膨張弁１６ｄで絞られた気液二相状態の冷媒は、膨
張弁１６ｂを経由し、冷媒配管４を導通し、再び熱源装置１に流入する。熱源装置１に流
入した冷媒は、逆止弁１３ｃを介し第２接続配管４ｂを通って、蒸発器として作用する熱
源側熱交換器１２に流入する。そして、熱源側熱交換器１２に流入した冷媒は、熱源側熱
交換器１２で室外空気から吸熱して、低温・低圧のガス冷媒となる。熱源側熱交換器１２
から流出した低温・低圧のガス冷媒は、四方弁１１及びアキュムレーター１７を介して圧
縮機１０に戻ることになる。なお、膨張弁１６ａ、膨張弁１６ｃ及び膨張弁１６ｅは、冷
媒が流れないような小さい開度としている。
【００７４】
　次に、熱媒体循環回路における熱媒体の流れについて説明する。
　全暖房運転モードでは、ポンプ２１ｂは停止しているために、配管５ａを介して熱媒体
が循環する。第１中間熱交換器１５ａで熱源側冷媒によって加熱された熱媒体は、ポンプ
２１ａによって配管５ａ内を流動する。ポンプ２１ａで加圧され流出した熱媒体は、流路
切替弁２２（流路切替弁２２ａ及び流路切替弁２２ｂ）を介して、止め弁２４（止め弁２
４ａ及び止め弁２４ｂ）を通り、利用側熱交換器２６（利用側熱交換器２６ａ及び利用側
熱交換器２６ｂ）に流入する。そして、利用側熱交換器２６において室内空気に熱を与え
、室内機２が設置されている室内等の空調対象域の暖房を行なう。
【００７５】
　その後、利用側熱交換器２６から流出した熱媒体は、流量調整弁２５（流量調整弁２５
ａ及び流量調整弁２５ｂ）に流入する。このとき、流量調整弁２５の作用により、室内等
の空調対象域で必要とされる空調負荷を賄うのに必要な流量の熱媒体だけが利用側熱交換
器２６に流入し、残りの熱媒体がバイパス２７（バイパス２７ａ及びバイパス２７ｂ）を
通って利用側熱交換器２６をバイパスするように流れる。
【００７６】
　バイパス２７を通る熱媒体は、熱交換には寄与せず、利用側熱交換器２６を経由してき
た熱媒体と合流し、流路切替弁２３（流路切替弁２３ａ及び流路切替弁２３ｂ）を通って
、第１中間熱交換器１５ａへ流入し、再びポンプ２１ａへと吸い込まれる。なお、室内等
の空調対象域で必要とされる空調負荷は、第３温度センサー３３と第４温度センサー３４
との温度差を目標値に保つように制御することにより、賄うことができる。
【００７７】
（冷房主体運転モード）
　図６は、空気調和装置１００の冷房主体運転モード時における冷媒の流れを示す冷媒回
路図である。この図６では、利用側熱交換器２６ａで温熱負荷が発生し、利用側熱交換器
２６ｂで冷熱負荷が発生している場合を例に冷房主体運転モードについて説明する。つま
り、図６では、利用側熱交換器２６ｃ及び利用側熱交換器２６ｄでは温熱負荷及び冷熱負
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荷のいずれも発生していない場合を図示しているのである。なお、図６では、太線で表さ
れた配管が冷媒（熱源側冷媒及び熱媒体）の循環する配管を示す。また、熱源側冷媒の流
れ方向を実線矢印で、熱媒体の流れ方向を破線矢印で示している。
【００７８】
　図６に示す冷房主体運転モードの場合、熱源装置１では、四方弁１１を、圧縮機１０か
ら吐出された熱源側冷媒を熱源側熱交換器１２へ流入させるように切り替える。中継ユニ
ット３では、ポンプ２１ａ及びポンプ２１ｂを駆動し、止め弁２４ａ及び止め弁２４ｂを
開放し、止め弁２４ｃ及び止め弁２４ｄを閉止し、第１中間熱交換器１５ａと利用側熱交
換器２６ａとの間を、第２中間熱交換器１５ｂと利用側熱交換器２６ｂとの間を熱媒体が
循環するようにしている。この状態で、圧縮機１０の運転を開始する。
【００７９】
　まず始めに、冷凍サイクル回路における熱源側冷媒の流れについて説明する。
　低温・低圧の冷媒が圧縮機１０によって圧縮され、高温・高圧のガス冷媒となって吐出
される。圧縮機１０から吐出された高温・高圧のガス冷媒は、四方弁１１を通り、熱源側
熱交換器１２に流入する。そして、熱源側熱交換器１２で室外空気に放熱しながら凝縮し
、気液二相冷媒となる。熱源側熱交換器１２から流出した気液二相冷媒は、逆止弁１３ａ
を通って熱源装置１から流出し、冷媒配管４を通って第１中継ユニット３ａに流入する。
第１中継ユニット３ａに流入した気液二相冷媒は、気液分離器１４へ流入し、ガス冷媒と
液冷媒とに分離され、第２中継ユニット３ｂに流入する。
【００８０】
　気液分離器１４で分離されたガス冷媒は、第１中間熱交換器１５ａに流入する。第１中
間熱交換器１５ａに流入したガス冷媒は、熱媒体循環回路を循環する熱媒体に放熱しなが
ら凝縮液化し、液冷媒となる。第１中間熱交換器１５ａから流出した液冷媒は、膨張弁１
６ｄを通る。
　一方、気液分離器１４で分離された液冷媒は、膨張弁１６ｅを通る。その後、この液冷
媒は、第１中間熱交換器１５ａで凝縮液化して膨張弁１６ｄを通った液冷媒と合流し、膨
張弁１６ａで絞られて膨張し、低温・低圧の気液二相冷媒となって第２中間熱交換器１５
ｂに流入する。
【００８１】
　この気液二相冷媒は、蒸発器として作用する第２中間熱交換器１５ｂで熱媒体循環回路
を循環する熱媒体から吸熱することで、熱媒体を冷却しながら、低温・低圧のガス冷媒と
なる。第２中間熱交換器１５ｂから流出したガス冷媒は、膨張弁１６ｃを経由した後、第
２中継ユニット３ｂ及び第１中継ユニット３ａから流出し、冷媒配管４を通って熱源装置
１に流入する。熱源装置１に流入した冷媒は、逆止弁１３ｄを通って、四方弁１１及びア
キュムレーター１７を介して、圧縮機１０へ再吸入される。なお、膨張弁１６ｂは冷媒が
流れないような小さい開度となっており、膨張弁１６ｃは全開状態となっており、圧力損
失が起きないようにしている。
【００８２】
　次に、熱媒体循環回路における熱媒体の流れについて説明する。
　冷房主体運転モードでは、ポンプ２１ａ及びポンプ２１ｂともに駆動しているために、
配管５ａ及び配管５ｂの双方を介して熱媒体が循環する。第１中間熱交換器１５ａで熱源
側冷媒によって加熱された熱媒体は、ポンプ２１ａによって配管５ａ内を流動する。また
、第２中間熱交換器１５ｂで熱源側冷媒によって冷却された熱媒体は、ポンプ２１ｂによ
って配管５ｂ内を流動する。
【００８３】
　ポンプ２１ａで加圧され流出した熱媒体は、流路切替弁２２ａを介して、止め弁２４ａ
を通り、利用側熱交換器２６ａに流入する。そして、利用側熱交換器２６ａにおいて室内
空気に熱を与え、室内機２が設置されている室内等の空調対象域の暖房を行なう。
　また、ポンプ２１ｂで加圧され流出した熱媒体は、流路切替弁２２ｂを介して、止め弁
２４ｂを通り、利用側熱交換器２６ｂに流入する。そして、利用側熱交換器２６ｂにおい
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て室内空気から吸熱し、室内機２が設置されている室内等の空調対象域の冷房を行なう。
【００８４】
　暖房を行なった熱媒体は、流量調整弁２５ａに流入する。このとき、流量調整弁２５ａ
の作用により、空調対象域で必要とされる空調負荷を賄うのに必要な流量の熱媒体だけが
利用側熱交換器２６ａに流入し、残りがバイパス２７ａを通って利用側熱交換器２６ａを
バイパスするように流れる。バイパス２７ａを通る熱媒体は、熱交換には寄与せず、利用
側熱交換器２６ａを経由してきた熱媒体と合流し、流路切替弁２３ａを通って、第１中間
熱交換器１５ａへ流入し、再びポンプ２１ａへと吸い込まれる。
【００８５】
　同様に、冷房を行なった熱媒体は、流量調整弁２５ｂに流入する。このとき、流量調整
弁２５ｂの作用により、空調対象域で必要とされる空調負荷を賄うのに必要な流量の熱媒
体だけが利用側熱交換器２６ｂに流入し、残りがバイパス２７ｂを通って利用側熱交換器
２６ｂをバイパスするように流れる。バイパス２７ｂを通る熱媒体は、熱交換には寄与せ
ず、利用側熱交換器２６ｂを経由してきた熱媒体と合流し、流路切替弁２３ｂを通って、
第２中間熱交換器１５ｂへ流入し、再びポンプ２１ｂへと吸い込まれる。
【００８６】
　この間、暖かい熱媒体（温熱負荷に利用される熱媒体）と冷たい熱媒体（冷熱負荷に利
用される熱媒体）は、流路切替弁２２（流路切替弁２２ａ及び流路切替弁２２ｂ）、及び
、流路切替弁２３（流路切替弁２３ａ及び流路切替弁２３ｂ）の作用により、混合するこ
となく、温熱負荷がある利用側熱交換器２６ａ、冷熱負荷がある利用側熱交換器２６ｂに
流入される。なお、室内等の空調対象域で必要とされる空調負荷は、第３温度センサー３
３と第４温度センサー３４との温度差を目標値に保つように制御することにより、賄うこ
とができる。
【００８７】
（暖房主体運転モード）
　図７は、空気調和装置１００の暖房主体運転モード時における冷媒の流れを示す冷媒回
路図である。この図７では、利用側熱交換器２６ａで温熱負荷が発生し、利用側熱交換器
２６ｂで冷熱負荷が発生している場合を例に暖房主体運転モードについて説明する。つま
り、図７では、利用側熱交換器２６ｃ及び利用側熱交換器２６ｄでは温熱負荷及び冷熱負
荷のいずれも発生していない場合を図示しているのである。なお、図７では、太線で表さ
れた配管が冷媒（熱源側冷媒及び熱媒体）の循環する配管を示す。また、熱源側冷媒の流
れ方向を実線矢印で、熱媒体の流れ方向を破線矢印で示している。
【００８８】
　図７に示す暖房主体運転モードの場合、熱源装置１では、四方弁１１を、圧縮機１０か
ら吐出された熱源側冷媒を熱源側熱交換器１２を経由させずに中継ユニット３へ流入させ
るように切り替える。中継ユニット３では、ポンプ２１ａ及びポンプ２１ｂを駆動し、止
め弁２４ａ及び止め弁２４ｂを開放し、止め弁２４ｃ及び止め弁２４ｄを閉止し、第１中
間熱交換器１５ａと利用側熱交換器２６ａとの間を、第２中間熱交換器１５ｂと利用側熱
交換器２６ｂとの間を熱媒体が循環するようにしている。この状態で、圧縮機１０の運転
を開始する。
【００８９】
　まず始めに、冷凍サイクル回路における熱源側冷媒の流れについて説明する。
　低温・低圧の冷媒が圧縮機１０によって圧縮され、高温・高圧のガス冷媒となって吐出
される。圧縮機１０から吐出された高温・高圧のガス冷媒は、四方弁１１を通り、第１接
続配管４ａを導通し、逆止弁１３ｂを通過し、熱源装置１から流出する。熱源装置１から
流出した高温・高圧のガス冷媒は、冷媒配管４を通って第１中継ユニット３ａに流入する
。第１中継ユニット３ａに流入した高温・高圧のガス冷媒は、気液分離器１４へ流入した
後、第１中間熱交換器１５ａに流入する。第１中間熱交換器１５ａに流入した高温・高圧
のガス冷媒は、熱媒体循環回路を循環する熱媒体に放熱しながら凝縮液化し、高圧の液冷
媒となる。
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【００９０】
　第１中間熱交換器１５ａから流出した高圧の液冷媒は、膨張弁１６ｄで絞られて膨張し
、低温・低圧の気液二相状態になる。膨張弁１６ｄで絞られた気液二相状態の冷媒は、膨
張弁１６ａを通る流路と、膨張弁１６ｂを通る流路とに分けられる。膨張弁１６ａを経由
した冷媒は、この膨張弁１６ａによって更に膨張させられて低温・低圧の気液二相冷媒と
なり、蒸発器として作用する第２中間熱交換器１５ｂへ流入する。そして、第２中間熱交
換器１５ｂに流入した冷媒は、第２中間熱交換器１５ｂで熱媒体から吸熱して、低温・低
圧のガス冷媒となる。第２中間熱交換器１５ｂから流出した低温・低圧のガス冷媒は、膨
張弁１６ｃを経由する。
【００９１】
　一方、膨張弁１６ｄで絞られて膨張弁１６ｂに流れた冷媒は、第２中間熱交換器１５ｂ
及び膨張弁１６ｃを経由した冷媒と合流して、より乾き度の大きい低温・低圧の冷媒とな
る。そして、合流された冷媒は、第２中継ユニット３ｂ及び第１中継ユニット３ａから流
出し、冷媒配管４を通って熱源装置１へ流入する。熱源装置１に流入した冷媒は、逆止弁
１３ｃを介し第２接続配管４ｂを通って、蒸発器として作用する熱源側熱交換器１２に流
入する。そして、熱源側熱交換器１２に流入した冷媒は、熱源側熱交換器１２で室外空気
から吸熱して、低温・低圧のガス冷媒となる。熱源側熱交換器１２から流出した低温・低
圧のガス冷媒は、四方弁１１及びアキュムレーター１７を介して圧縮機１０に戻ることに
なる。なお、膨張弁１６ｅは、冷媒が流れないような小さい開度としている。
【００９２】
　次に、熱媒体循環回路における熱媒体の流れについて説明する。
　暖房主体運転モードでは、ポンプ２１ａ及びポンプ２１ｂともに駆動しているために、
配管５ａ及び配管５ｂの双方を介して熱媒体が循環する。第１中間熱交換器１５ａで熱源
側冷媒によって加熱された熱媒体は、ポンプ２１ａによって配管５ａ内を流動する。また
、第２中間熱交換器１５ｂで熱源側冷媒によって冷却された熱媒体は、ポンプ２１ｂによ
って配管５ｂ内を流動する。
【００９３】
　ポンプ２１ａで加圧され流出した熱媒体は、流路切替弁２２ａを介して、止め弁２４ａ
を通り、利用側熱交換器２６ａに流入する。そして、利用側熱交換器２６ａにおいて室内
空気に熱を与え、室内機２が設置されている室内等の空調対象域の暖房を行なう。
　また、ポンプ２１ｂで加圧され流出した熱媒体は、流路切替弁２２ｂを介して、止め弁
２４ｂを通り、利用側熱交換器２６ｂに流入する。そして、利用側熱交換器２６ｂにおい
て室内空気から吸熱し、室内機２が設置されている室内等の空調対象域の冷房を行なう。
【００９４】
　利用側熱交換器２６ａから流出した熱媒体は、流量調整弁２５ａに流入する。このとき
、流量調整弁２５ａの作用により、室内等の空調対象域で必要とされる空調負荷を賄うの
に必要な流量の熱媒体だけが利用側熱交換器２６ａに流入し、残りの熱媒体がバイパス２
７ａを通って利用側熱交換器２６ａをバイパスするように流れる。バイパス２７ａを通る
熱媒体は、熱交換には寄与せず、利用側熱交換器２６ａを経由してきた熱媒体と合流し、
流路切替弁２３ａを通って、第１中間熱交換器１５ａへ流入し、再びポンプ２１ａへと吸
い込まれる。
【００９５】
　同様に、利用側熱交換器２６ｂから流出した熱媒体は、流量調整弁２５ｂに流入する。
このとき、流量調整弁２５ｂの作用により、室内等の空調対象域で必要とされる空調負荷
を賄うのに必要な流量の熱媒体だけが利用側熱交換器２６ｂに流入し、残りの熱媒体がバ
イパス２７ｂを通って利用側熱交換器２６ｂをバイパスするように流れる。バイパス２７
ｂを通る熱媒体は、熱交換には寄与せず、利用側熱交換器２６ｂを経由してきた熱媒体と
合流し、流路切替弁２３ｂを通って、第２中間熱交換器１５ｂへ流入し、再びポンプ２１
ｂへと吸い込まれる。
【００９６】
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　この間、暖かい熱媒体と冷たい熱媒体は、流路切替弁２２（流路切替弁２２ａ及び流路
切替弁２２ｂ）、及び、流路切替弁２３（流路切替弁２３ａ及び流路切替弁２３ｂ）の作
用により、混合することなく、温熱負荷がある利用側熱交換器２６ａ、冷熱負荷がある利
用側熱交換器２６ｂに流入される。なお、室内等の空調対象域で必要とされる空調負荷は
、第３温度センサー３３と第４温度センサー３４との温度差を目標値に保つように制御す
ることにより、賄うことができる。
【００９７】
　このように、空気調和装置１００では、利用側熱交換器２６ａ～２６ｄにて暖房負荷が
発生している場合は、対応する流路切替弁２２ａ～２２ｄ及び流路切替弁２３ａ～２３ｄ
を加熱用の第１中間熱交換器１５ａに接続される流路へ切り替え、利用側熱交換器２６ａ
～２６ｄにて冷房負荷が発生している場合は、対応する流路切替弁２２ａ～２２ｄ及び流
路切替弁２３ａ～２３ｄを冷却用の第２中間熱交換器１５ｂに接続される流路へ切り替え
ることにより、各室内機２にて、暖房運転あるいは冷房運転を自由に行うことができるよ
うになる。
【００９８】
　なお、流路切替弁２２ａ～２２ｄ及び流路切替弁２３ａ～２３ｄは、三方弁等の三方流
路を切り替えられるものの他、開閉弁等の二方流路の開閉を行うものを２つ組み合わせる
等して、流路を切り替えられるようにしたものでもよい。また、ステッピングモータ駆動
式の混合弁等の三方流路の流量を変化させられるものや、電子式膨張弁等の２方流路の流
量を変化させられるものを２つ組み合わせる等して、流路切替弁として用いてもよく、そ
の場合は、流路の突然の開閉によるウォーターハンマーを防ぐこともできる。
【００９９】
　なお、図３～図７では、流量調整弁２５ａ～２５ｄが利用側熱交換器２６ａ～２６ｄの
下流側に設置する混合弁である場合を例に説明を行なったが、利用側熱交換器２６ａ～２
６ｄを上流側に設置してもよい。
【０１００】
［空気調和装置１００のポンプ２１の切り替え制御］
　図８は、空気調和装置１００のポンプ２１の切り替え制御処理の流れの一例を示すフロ
ーチャートである。図８に基づいて、空気調和装置１００の低流量時のポンプ２１の切り
替え制御について説明する。なお、ポンプ２１の切り替え制御処理の主体は、制御装置６
０である。
【０１０１】
（ＳＴＥＰ１）
　ＳＴＥＰ１では、空気調和装置１００が空調運転を開始し、圧縮機１０が起動を始める
。圧縮機１０の起動直後は、熱媒体の流量を多めに流すため、空気調和装置１００では、
例えばポンプ２１を最大運転台数で運転する。
【０１０２】
（ＳＴＥＰ２）
　ＳＴＥＰ２では、最大運転台数のポンプ２１（図３～７では、ポンプ２１ａ、ポンプ２
１ｂの２台）の運転が開始され、それぞれの運転時間の積算時間を記録する。
【０１０３】
（ＳＴＥＰ３）
　ＳＴＥＰ３では、一定時間経過するまで現状の運転を繰り返す。
【０１０４】
（ＳＴＥＰ４）
　ＳＴＥＰ４では、全部のポンプ２１を冷房または暖房として使う運転モード、つまり全
冷房運転モードまたは全暖運転であるかどうかを確認する。
　全冷房運転モードまたは全暖運転モードであるならばＳＴＥＰ５へ移行し、そうでない
場合は現状の運転を維持する。
【０１０５】
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（ＳＴＥＰ５）
　ＳＴＥＰ５では、室内機２の運転容量が予め定めた所定値Ｘよりも小さいかどうか判定
する。所定値Ｘの値は、ポンプ２１の運転台数を切り替える指標であり、空気調和装置１
００の実際のパフォーマンスによって任意に設定される。
　所定値Ｘ以下であればＳＴＥＰ６へ移行し、そうでない場合はＳＴＥＰ１０へ移行する
。
　なお、所定値Ｘは、ポンプ２１の流量特性、水配管５の長さ、接続されている室内機２
の容量によって任意に設定される。
【０１０６】
（ＳＴＥＰ６）
　このＳＴＥＰ６は、室内機２の運転容量に対して熱媒体の循環量が多すぎると判定され
た場合の処理である。
　ここでは、ポンプ２１が元々最大運転台数で運転していたかそうでないかを判断する。
　ポンプ２１が元々最大運転台数で運転していた場合にはＳＴＥＰ７へ、そうでない場合
はＳＴＥＰ９へ移行する。
【０１０７】
（ＳＴＥＰ７）
　このＳＴＥＰ７、８では、ポンプ２１の運転時間を同程度とするため、ローテーション
制御を実施する。
　まず、ＳＴＥＰ７では、運転しているポンプ２１の優先順位どちらが高いか評価する。
　そして、優先順位が低い方のポンプ２１を停止させる。
　なお、ポンプ２１の優先順位は、ポンプ２１の積算運転時間によって決定する。または
、ポンプ２１の起動回数をカウントし、ポンプ２１の起動回数によってポンプ２１の優先
順位を決定してもよい。
【０１０８】
（ＳＴＥＰ８）
　ＳＴＥＰ８では、優先順位が低い方のポンプ２１を停止し、ＳＴＥＰ９へ移行する。
　例えば、ポンプ２１ａ、ポンプ２１ｂが運転している場合において、ポンプ２１ａの優
先順位が、ポンプ２１ｂの優先順位よりも低い場合、ＳＴＥＰ８ａでポンプ２１ａを停止
させる。
　例えば、ポンプ２１ａ、ポンプ２１ｂが運転している場合において、ポンプ２１ｂの優
先順位が、ポンプ２１ａの優先順位よりも低い場合、ＳＴＥＰ８ｂでポンプ２１ｂを停止
させる。
【０１０９】
（ＳＴＥＰ９）
　ＳＴＥＰ９では、室内機２の運転容量に変化があったかどうかを判定する。
　室内機２の運転容量に変化があった場合には、もう一度判定するためＳＴＥＰ４へ戻る
。
【０１１０】
（ＳＴＥＰ１０）
　このＳＴＥＰ１０～１２では、ポンプ２１が１台で運転していたが、室内機２の運転容
量が大きくなり、ポンプ２１の運転台数を１台から２台へ切り替える際の制御を実施する
。
【０１１１】
　まず、ＳＴＥＰ１０では、室内機２の運転容量が所定値Ｘよりも大きく、所定値Ｘにデ
ィファレンシャル（以下、数値Ｃと称する）を加えた数値以上であるかどうか判定する。
　ディファレンシャルは、運転を安定させるために設けられている。ディファレンシャル
を設けておけば、頻繁なポンプ２１の運転台数の切り替えを抑制することができる。
　室内機２の運転用容量（ΣＱｊ）が、所定値Ｘに数値Ｃを加えた数値以上であればＳＴ
ＥＰ１１へ、そうでない場合には何もせずにＳＴＥＰ９へ移行する。
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　なお、数値Ｃは、ポンプ２１の運転台数を頻繁に切り替えないために使用されるもので
あり、空気調和装置１００の実際のパフォーマンスによって任意に設定される。つまり、
数値Ｃは、ポンプ２１の発停回数を減少させるためのものであり、ポンプ２１の流量特性
(最大循環量)と許容できる総配管長(水回路全体の圧力損失)によって決定する。
【０１１２】
（ＳＴＥＰ１１）
　ＳＴＥＰ１１では、ポンプ２１が最大運転台数で運転しているかそうでないか判断する
。
　ポンプ２１が最大運転台数で運転している場合には何もせずにＳＴＥＰ９へ移行する。
　ポンプ２１が最大運転台数で運転していない場合にはＳＴＥＰ１２へ移行する。
【０１１３】
（ＳＴＥＰ１２）
　ＳＴＥＰ１２では、停止していたポンプ２１を起動させる。ただし、水圧の急上昇を抑
制するために、ポンプ２１は最低入力（最低電圧）での起動とする。
　その後はＳＴＥＰ９へと移行する。
　そして、圧縮機１０の停止によって本制御は終了する。
【０１１４】
　なお、本実施の形態では、ポンプ２１が２台の場合のポンプ２１の切り替え制御につい
て説明したが、ポンプ２１ａの台数を２台に限定するものではなく、３台以上のポンプ２
１であっても同様な切り替え制御を実現できる。
【０１１５】
　ただし、３台以上のポンプ２１を用いている場合は、ＳＴＥＰ６～ＳＴＥＰ８中で、何
台のポンプ２１が稼動しているか明確にし、室内機２の運転容量に応じて優先順位の低い
ポンプ２１から停止させる。
【０１１６】
　以上のように、空気調和装置１００は、接続される室内機２の運転容量によってポンプ
２１の運転台数を切り替えるようにしているので、ポンプの消費電力を抑制した高効率な
運転が実現できる。特に、熱媒体の低流量時における効果が大きい。加えて、接続される
室内機２の現在の運転モードも加味しているので、更に運転効率の向上が期待できる。
【０１１７】
　本実施の形態では、第１温度センサー３１及び第２温度センサー３２の両方を設置する
場合について説明したが、ポンプ２１ａ及びポンプ２１ｂの制御を行うためには、第１温
度センサー３１あるいは第２温度センサー３２の少なくともいずれかが設置されていれば
よく、他方の温度検出手段を設置しなくてもよい。
【０１１８】
　本実施の形態では、熱源側冷媒として上述したようにＲ４１０Ａ、Ｒ４０７Ｃ、Ｒ４０
４Ａ等のＨＦＣ（ハイドロフルオロカーボン）冷媒、Ｒ２２、Ｒ１３４ａ等のＨＣＦＣ（
ハイドロクロロフルオロカーボン）冷媒、化学式内に二重結合を含むＣＦ３ＣＦ＝ＣＨ２
等の地球温暖化係数が比較的小さい値とされている冷媒あるいはその混合物、もしくは、
炭化水素やヘリウム、二酸化炭素等のような自然冷媒等を使用できる場合を例に説明して
いるが、ここに挙げた冷媒に限定するものではない。また、本実施の形態では、熱源装置
１にアキュムレーター１７を設けた場合を例に説明したが、アキュムレーター１７を設け
なくても、同様の動作をし、同様の効果を奏する。
【０１１９】
　また、一般的に、熱源側熱交換器１２及び利用側熱交換器２６には、ファン等の送風装
置が設けられ、送風により凝縮あるいは蒸発を促進させる場合が多いが、これに限るもの
ではない。たとえば、利用側熱交換器２６としては放射を利用したパネルヒータのような
熱交換器を用いることができ、熱源側熱交換器１２としては水や不凍液により熱を移動さ
せる水冷式のタイプの熱交換器を用いることができ、放熱あるいは吸熱ができる構造のも
のであればどんなタイプの熱交換器でも使用することができる。
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　流路切替弁２２、流路切替弁２３、止め弁２４、及び、流量調整弁２５が、利用側熱交
換器２６のそれぞれに対応して設けられている場合を例に説明したが、これに限るもので
はない。たとえば、１台の利用側熱交換器２６に対し、それぞれを複数接続してもよく、
このような場合には同じ利用側熱交換器２６に接続されている、流路切替弁２２、流路切
替弁２３、止め弁２４、及び、流量調整弁２５を同じように動作させればよい。また、中
間熱交換器１５が２つ設けられている場合を例に説明したが、当然、個数を限るものでは
なく、熱媒体を冷却又は／及び加熱できるように構成すれば、３つ以上設けるようにして
もよい。
【０１２１】
　さらに、流量調整弁２５、第３温度センサー３３、及び、第４温度センサー３４が第２
中継ユニット３ｂの内部に配置される場合について示したが、これらのうち一部あるいは
全部を室内機２内に配置するようにしてもよい。これらを第２中継ユニット３ｂ内に配置
すると、熱媒体側の弁やポンプ等を同じ筐体内に集められるため、メンテナンスが容易で
あるという利点がある。一方、これらを室内機２内に配置すると、従来の直膨式の室内機
における膨張弁と同様に扱うことができるため扱いやすく、かつ利用側熱交換器２６の近
傍に設置されるため、延長配管の熱損失に影響されず、室内機２内の熱負荷の制御性がよ
いという利点がある。
【符号の説明】
【０１２２】
　１　熱源装置、２　室内機、２ａ　室内機、２ｂ　室内機、２ｃ　室内機、２ｄ　室内
機、３　中継ユニット、３ａ　第１中継ユニット、３ｂ　第２中継ユニット、４　冷媒配
管、４ａ　第１接続配管、４ｂ　第２接続配管、５　配管、５ａ　配管、５ｂ　配管、６
　室外空間、７　居住空間、９　建物、１０　圧縮機、１１　四方弁、１２　熱源側熱交
換器、１３ａ　逆止弁、１３ｂ　逆止弁、１３ｃ　逆止弁、１３ｄ　逆止弁、１４　気液
分離器、１５　中間熱交換器、１５ａ　第１中間熱交換器、１５ｂ　第２中間熱交換器、
１６　膨張弁、１６ａ　膨張弁、１６ｂ　膨張弁、１６ｃ　膨張弁、１６ｄ　膨張弁、１
６ｅ　膨張弁、１７　アキュムレーター、２１　ポンプ、２１ａ　ポンプ（第１ポンプ）
、２１ｂ　ポンプ（第２ポンプ）、２２　流路切替弁、２２ａ　流路切替弁、２２ｂ　流
路切替弁、２２ｃ　流路切替弁、２２ｄ　流路切替弁、２３　流路切替弁、２３ａ　流路
切替弁、２３ｂ　流路切替弁、２３ｃ　流路切替弁、２３ｄ　流路切替弁、２４　止め弁
、２４ａ　止め弁、２４ｂ　止め弁、２４ｃ　止め弁、２４ｄ　止め弁、２５　流量調整
弁、２５ａ　流量調整弁、２５ｂ　流量調整弁、２５ｃ　流量調整弁、２５ｄ　流量調整
弁、２６　利用側熱交換器、２６ａ　利用側熱交換器、２６ｂ　利用側熱交換器、２６ｃ
　利用側熱交換器、２６ｄ　利用側熱交換器、２７　バイパス、２７ａ　バイパス、２７
ｂ　バイパス、２７ｃ　バイパス、２７ｄ　バイパス、３１　第１温度センサー、３１ａ
　第１温度センサー、３１ｂ　第１温度センサー、３２　第２温度センサー、３２ａ　第
２温度センサー、３２ｂ　第２温度センサー、３３　第３温度センサー、３３ａ　第３温
度センサー、３３ｂ　第３温度センサー、３３ｃ　第３温度センサー、３３ｄ　第３温度
センサー、３４　第４温度センサー、３４ａ　第４温度センサー、３４ｂ　第４温度セン
サー、３４ｃ　第４温度センサー、３４ｄ　第４温度センサー、３５　第５温度センサー
、３６　圧力センサー、３７　第６温度センサー、３８　第７温度センサー、３９　圧力
センサー、４０　圧力センサー、５０　非居住空間、６０　制御装置、７１ａ　排出弁、
７１ｂ　排出弁、１００　空気調和装置。
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